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公

告

都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
む
つ
都
市
計
画

区
域
に
お
け
る
道
路
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
の

で
、
青
森
県
都
市
計
画
法
施
行
細
則

(

平
成
十
六
年
三
月
青
森
県
規
則
第
二
十
一
号)

第
二
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

開
催
の
日
時

(

横
浜
町)

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

午
前
十
一
時
か
ら

(

む
つ
市)

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

二

開
催
の
場
所

(

横
浜
町)

ど
ん
ど
り
の
里

二
階
研
修
ホ
ー
ル

上
北
郡
横
浜
町
字
林
ノ
脇
七
九
の
七

(

む
つ
市)

む
つ
市
役
所

第
四
会
議
室

む
つ
市
中
央
一
丁
目
八
の
一

三

案
件

む
つ
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
道
路
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
案

(

以
下

｢

都
市
計
画
変
更

案｣

と
い
う
。)

四

公
述
の
申
出
等

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に

住
所
及
び
氏
名
を
記
載
し
た
別
記
様
式
に
よ
る
書
面
を
知
事
に
提
出
し
て
、
申
し
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
む
つ
市
の
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
と
す
る
。

３

書
面
の
提
出
期
限

平
成
二
十
八
年
十
月
六
日
ま
で
に
到
着
の
こ
と
。

４

書
面
の
提
出
先

青
森
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
の
一

む
つ
市
建
設
部
都
市
政
策
課

む
つ
市
中
央
一
丁
目
八
の
一

横
浜
町
企
画
財
政
課

上
北
郡
横
浜
町
字
寺
下
三
五

５

公
述
人
の
選
定

書
面
を
提
出
し
た
者
の
う
ち
か
ら
知
事
が
選
定
し
、
そ
の
旨
を
本
人
宛
通
知
す
る
。

五

都
市
計
画
変
更
案
の
概
要
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( )青 森 県 報平成28年９月21日 水曜日 第4202号 2
む
つ
都
市
計
画
道
路
の
変
更
(青
森
県
決
定
)

都
市
計
画
道
路
中
１
・
５
・
１
号
む
つ
横
浜
線
を
以
下
の
よ
う
に
追
加
す
る
｡

種別

名
称

位
置

区
域

構
造

備
考

番
号

路
線
名

起
点

終
点

主
な

経
過
地

延
長

構
造
形
式

車
線
の
数

幅
員

地
表
式
の
区
間
に
お
け
る

鉄
道
等
と
の
交
差
の
構
造

自動車専用道路

１
・
５
・
１
む
つ
横
浜
線

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
前
田

横
浜
町
字
豊
栄
平

む
つ
市
大
字
田
名
部

字
上
道

字
内
田

大
字
奥
内

字
大
室
平

大
字
中
野
沢

字
畑
沢
野

横
浜
町
字
林
ノ
後

約
36,340ｍ

２
車
線
～
４
車
線

13.5～
20.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
前
田

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
土
手
内

約
720ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
土
手
内

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
斗
南
岡

約
580ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
斗
南
岡

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
下
道

約
350ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
下
道

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
上
道

約
620ｍ

掘
割
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
上
道

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
斗
南
岡

約
660ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
斗
南
岡

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
斗
南
岡

約
350ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
斗
南
岡

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
内
田

約
1,090ｍ

地
表
式

２
車
線
～
４
車
線

13.5～
20.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
内
田

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
内
田

約
880ｍ

嵩
上
式

４
車
線

20.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
内
田

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
赤
川
ノ
内
並

木
約
1,160ｍ

地
表
式

２
車
線
～
４
車
線

13.5～
20.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
赤
川
ノ
内
並

木
む
つ
市
大
字
田
名

部
字
内
田

約
1,010ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ
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む
つ
市
大
字
田
名

部
字
内
田

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
赤
川
ノ
内
並

木
約
350ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
田
名

部
字
赤
川
ノ
内
並

木
む
つ
市
大
字
奥
内

字
大
室
平

約
1,560ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
奥
内

字
大
室
平

む
つ
市
大
字
奥
内

字
金
谷
沢

約
660ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
奥
内

字
金
谷
沢

む
つ
市
大
字
奥
内

字
鍋
谷
道

約
3,330ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
奥
内

字
鍋
谷
道

む
つ
市
大
字
奥
内

字
釜
谷
道

約
430ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
奥
内

字
釜
谷
道

む
つ
市
大
字
奥
内

字
栖
立
場

約
460ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
奥
内

字
栖
立
場

む
つ
市
大
字
奥
内

字
栖
立
場

約
380ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
奥
内

字
栖
立
場

む
つ
市
大
字
奥
内

字
栖
立
場

約
470ｍ

掘
割
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
奥
内

字
栖
立
場

む
つ
市
大
字
奥
内

字
栖
立
場

約
110ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

む
つ
市
大
字
奥
内

字
栖
立
場

む
つ
市
大
字
中
野

沢
字
穴
明
窪

約
570ｍ

嵩
上
式

２
車
線
～
４
車
線

13.5～
18.0ｍ

む
つ
市
大
字
中
野

沢
字
穴
明
窪

む
つ
市
大
字
中
野

沢
字
穴
明
窪

約
480ｍ

掘
割
式

４
車
線

18.0～
20.5ｍ

む
つ
市
大
字
中
野

沢
字
穴
明
窪

む
つ
市
大
字
中
野

沢
字
畑
沢
野

約
2,110ｍ

地
表
式

２
車
線
～
４
車
線

13.5～
20.5ｍ

む
つ
市
大
字
中
野

沢
字
畑
沢
野

横
浜
町
字
林
尻

約
2,160ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
林
尻

横
浜
町
字
林
尻

約
280ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
林
尻

横
浜
町
字
林
尻

約
620ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
林
尻

横
浜
町
字
川
太
郎

川
目

約
1,520ｍ

地
表
式

２
車
線
～
４
車
線

13.5～
18.0ｍ

横
浜
町
字
川
太
郎

川
目

横
浜
町
字
梨
木
平

約
1,060ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ



( )

六

都
市
計
画
変
更
案
の
閲
覧

都
市
計
画
変
更
案
は
、
次
の
と
お
り
閲
覧
に
供
す
る
。

１

閲
覧
場
所

青
森
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

む
つ
市
建
設
部
都
市
政
策
課

横
浜
町
企
画
財
政
課

２

閲
覧
期
間

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で

３

閲
覧
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
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横
浜
町
字
梨
木
平
横
浜
町
字
大
豆
田

約
240ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
大
豆
田
横
浜
町
字
大
豆
田

約
700ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
大
豆
田
横
浜
町
字
家
ノ
前

川
目

約
240ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
家
ノ
前

川
目

横
浜
町
字
鶏
ケ
唄

約
680ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
鶏
ケ
唄
横
浜
町
字
鶏
ケ
唄

約
710ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
鶏
ケ
唄
横
浜
町
字
太
郎
須

田
約
1,760ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
太
郎
須

田
横
浜
町
字
上
イ
タ

ヤ
ノ
木

約
540ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
上
イ
タ

ヤ
ノ
木

横
浜
町
字
上
イ
タ

ヤ
ノ
木

約
1,540ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
上
イ
タ

ヤ
ノ
木

横
浜
町
字
向
平

約
1,120ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
向
平

横
浜
町
字
向
平

約
580ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
向
平

横
浜
町
字
向
平

約
430ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
向
平

横
浜
町
字
吹
越

約
1,300ｍ

嵩
上
式

２
車
線
～
４
車
線

13.5～
20.5ｍ

横
浜
町
字
吹
越

横
浜
町
字
吹
越

約
130ｍ

地
表
式

４
車
線

20.5ｍ

横
浜
町
字
吹
越

横
浜
町
字
吹
越

約
530ｍ

掘
割
式

２
車
線
～
４
車
線

13.5～
20.5ｍ

横
浜
町
字
吹
越

横
浜
町
字
吹
越

約
310ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
吹
越

横
浜
町
字
豊
栄
平

約
620ｍ

掘
割
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
豊
栄
平
横
浜
町
字
豊
栄
平

約
380ｍ

地
表
式

２
車
線

13.5ｍ

横
浜
町
字
豊
栄
平
横
浜
町
字
豊
栄
平

約
560ｍ

嵩
上
式

２
車
線

13.5ｍ



( )

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
鈴
木
建
設

二

代
表
者
の
氏
名

鈴
木

元
就

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町
字
蟹
田
小
国
岩
井
一
七
七
の
一

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可

(

般
―
二
四)

第
五
二
七
七
号

五

取
消
年
月
日

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

管
工
事
業
及
び
造
園
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
二
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す

る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
東
邦
建
装

二

代
表
者
の
氏
名

松
倉

邦
雄

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

八
戸
市
内
丸
一
丁
目
七
の
一
二

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可

(

般
―
二
三)

第
三
〇
〇
〇
一
八
号

五

取
消
年
月
日

平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日
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( )

(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
四
十
四
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ツ
ク
工
事
業
及
び
内

装
仕
上
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す

る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
ユ
ー
エ
ム
建
設

二

代
表
者
の
氏
名

村
林

正
史

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

む
つ
市
大
畑
町
本
門
寺
前
三

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可

(

般
―
二
三)

第
六
〇
〇
〇
九
五
号

五

取
消
年
月
日

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゆ
ん
せ
つ
工
事

業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
一
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す

る
。
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